
 

 1

平成18年2月1日 

各  位 

 

                        会社名   株式会社紀陽ホールディングス 

                        代表者   取締役社長 片山博臣 

                        コード番号 ８４１５ 東証・大証1部 

                        本店所在地 和歌山市本町一丁目３５番地 

                        問合わせ先 グループ企画部長 米坂 享 

                               (TEL 073-426-7133) 

                         

子会社（紀陽銀行と和歌山銀行）の合併に関するお知らせ 

 

 株式会社紀陽銀行（頭取：片山博臣、本店：和歌山市）と株式会社和歌山銀行（社長：鈴木剛夫、

本店：和歌山市）の両行取締役会において、関係官庁の認可を前提として、平成１８年１０月１０日

を期日として両行が合併することに合意する覚書を本日締結いたしまたのでお知らせ致します。 

 なお、本日両行は共同株式移転の方式により株式会社紀陽ホールディングスの設立登記を完了し、

東京証券取引所および大阪証券取引所に株式の上場を致しましたことも、併せてお知らせ致します。 

 

記 

１．合併覚書の概要 

（１）主旨 

    両行は経営統合の第一フェーズである「持株会社設立」を終え、統合シナジー効果をより  

早期に実現するための第二フェーズとなる「両行合併」を進めることと致しました。 

 

（２）合併後の名称 

        株式会社紀陽銀行（現 紀陽銀行を存続会社と致します） 
 

（３）代表者 

        取締役頭取 片山 博臣 
 

（４）本店 

    和歌山県和歌山市本町一丁目３５番地（現 紀陽銀行本店） 
 

（５）合併期日 

    平成１８年１０月１０日（火） 

        なお、システム統合および店舗統廃合も同日付で実施致します。 
 

２．システム統合について 

   両行はホスト勘定系システムについては、「日本ユニシス」のシステムを利用していることか  

ら親近性も高く、安全確実にシステム統合を果たすべく統合準備を鋭意進めております。 

      システム統合に向けたスケジュールは下記のとおり移行テストを繰り返し行なうことで、より
確実に進めて参ります。 

   ＜スケジュール＞ 

        ・５月 ３日～ ５日の連休期間中に移行テストを行なう予定です。 
        ・７月１５日～１７日の連休期間中に移行テストを行なう予定です。 
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        ・１０月７日～９日の連休期間中にシステム統合を行なう予定です。 
    ※この期間中は両行とも現行全システムを停止させていただきますが、お客様への告知を 

十分に行ないながら実施する予定です。 

 

３．店舗統廃合について 

    両行は統合シナジー効果を早期に実現しつつお客様の利便性に最大限配慮し、両行の重複 

   する店舗については合併日同日付で統廃合を行なうことと致しました。 

    通常の銀行合併に際しては、合併後１年から２年間程度の期間のなかで店舗統廃合を行な 

いますが、お客様には、「合併時」「店舗統廃合時」のたびに口座番号や取扱い店舗の変更   

が必要になるなど、ご不便をおかけすることとなりますので、両行はお客様の利便性に重点 

を置き一度のお手続きで済まされるよう、合併と同時に店舗統廃合を実施することと致しま 

した。 

    なお、統廃合店舗につきましては、新しいチャネル展開のなかでの活用を今後検討して参  

ります。 

 

（１）合併後の店舗 

 現在の店舗数 

(2月1日) 

廃止店舗数 合併時店舗数

(10月10日) 

うち、 

和歌山県 

うち、 

大阪府 

うち、

その他

紀陽銀行       ９４        － 
和歌山銀行 (注1) ３１       ２５ 

(注2) 
     １００ 

    
６６ 

   
３１ 

    
３

    (注1) 現和歌山銀行３１店舗のうち、６店舗を存続し２５店舗を紀陽銀行店舗に統合致し             
ます。 

        (注2) 店舗以外のお客様チャネルとして「住宅ローンセンター」が１２か所、ビジネス   
サポートセンター２か所、外貨両替の「関西国際空港出張所」、インストアブラ    

ンチ１か所、コンサルティングプラザ１か所の合計１８か所の営業拠点がございます。 

 

（２）和歌山銀行の存続店舗 

        以下の和歌山銀行６店舗は合併後も営業を継続致しますが、うち、４店舗につきましては  
現 紀陽銀行と店名が重複しているため、合併に先立ち、平成１８年４月１日付けで店名を変

更させていただきます。 

 

      ア．４月１日付店名変更 
現店舗名 変更後の店名 住  所 

本店営業部 

東和歌山支店 

西浜支店 

大阪支店 

和歌山中央支店 

国体道路支店 

松ヶ丘支店 

大阪中央支店 

和歌山市七番丁２４番地 

和歌山市美園町５丁目４番地の２０ 

和歌山市松ヶ丘２丁目６番１４号 

大阪市中央区安土町２丁目５番５号 

       
イ．店名変更なし 

現店舗名 住  所 

宮北支店 

高田支店 

和歌山市黒田１８５番地の３ 

大和高田市北片塩町１２番２３号 
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（３）統廃合店舗 

        以下の和歌山銀行２５店舗は、合併と同時にそれぞれ近隣の紀陽銀行の店舗に統合致します。 
ア．和歌山県内(１７店舗) 

和歌山銀行 

廃止店舗 

 紀陽銀行 

統合店舗 
住  所 

宮出張所 ⇒ 東和歌山支店 和歌山市友田町４丁目１２３番地 

山東支店 ⇒ 神前支店 和歌山市神前１３８番地の１９ 

紀の川支店 ⇒ 紀の川支店 和歌山市市小路１７４番地の３ 

松江支店 ⇒ 松江支店 和歌山市松江北２丁目１番７号 

園部支店 ⇒ 六十谷支店 和歌山市六十谷２２６番地の３０ 

貴志川支店 ⇒ 貴志川支店 紀の川市貴志川町神戸４３７番地の１ 

打田支店 ⇒ 打田支店 紀の川市上野３４番地の１ 

岩出支店 ⇒ 岩出支店 那賀郡岩出町大字清水３７４番地の１ 

高野口出張所 ⇒ 高野口支店 伊都郡高野口町名倉９５番地 

橋本支店 ⇒ 橋本支店 橋本市橋本２丁目１番４号 

海南支店 ⇒ 海南駅前支店 海南市名高５３３番地の１ 

野上支店 ⇒ 海南東支店 海南市阪井１７４１番地の１ 

箕島支店 ⇒ 箕島支店 有田市箕島４３１番地 

湯浅支店 ⇒ 湯浅支店 有田群湯浅町大字湯浅１６００番地の１ 

御坊支店 ⇒ 御坊支店 御坊市薗３７８番地の３ 

田辺支店 ⇒ 田辺支店 田辺市栄町２４番地 

新宮支店 ⇒ 新宮支店 新宮市大橋通り２丁目３番地の１ 

       ＊和歌山銀行１７店舗を統廃合致しますと、合併後の和歌山県内の店舗は６６店舗となります。 

 

      イ．大阪府下（７店舗） 
和歌山銀行 

廃止店舗 

紀陽銀行 

統合店舗 
住  所 

東佐野支店 

 

 

⇒ 鶴原支店 泉佐野市鶴原１丁目１番２３号 

貝塚支店 ⇒ 東貝塚支店 貝塚市半田７８番地の３ 

岸和田支店 ⇒ 東岸和田支店 岸和田市土生町５丁目２番７号 

久米田支店 ⇒ 久米田支店 岸和田市下池田町１丁目２５番２２号 

高石支店 ⇒ 泉北支店 高石市綾園７丁目８番３０号 

堺支店 ⇒ 中もず支店 堺市中百舌鳥町６丁９００番地 

住吉支店 ⇒ 住吉支店 大阪市住吉区清水丘２丁目２９番１５号 

    ＊和歌山銀行７店舗を統廃合致しますと、合併後の大阪府下の店舗は３１店舗となります。 

 

      ウ．奈良県下（１店舗） 
和歌山銀行 

廃止店舗 

紀陽銀行 

統合店舗 
住  所 

五条支店 

 

 

⇒ 五条支店 五條市須恵１丁目３番２号 

＊ 和歌山銀行１店舗を統廃合致しますと、合併後の奈良県下の店舗は２店舗となります。 

 

以 上 


